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研究成果の概要（和文）：本研究の全体計画は、「学科レベル適用型学習目標構造化システム」（構成：Ⅰ．学
習課題分析図作成支援機能、Ⅱ．学科のDP（Diploma Policy）との対応チェック支援機能、Ⅲ．DP充足度表示機
能）の構築を目指すものである。本科研費研究では、研究開発計画の全体像として構成Ⅰ・Ⅱ・Ⅲについての設
計開発仕様書を書き起こし、システムの核となる構成Ⅰを中心とした開発を行った。本研究の成果として、イン
ターネット上で「授業設計学（インストラクショナルデザイン）の知見に基づいて担当科目の学習目標を構造
化・系列化し、『学習課題分析図』として電子的に描画できる」という環境を提供することができた。

研究成果の概要（英文）：The overall plan of this research is to develop a "Learning Goal Structuring
 System Applied at the Department Level" which consists of composition I. Support Function for 
Creating Learning Task Analysis Diagrams, II. Support Function for Checking Correspondence with 
Departmental DP (Diploma Policy), and III. Ability to display the DP fulfillment level for each 
individual student.
In this Grant-in-Aid research, we drafted design and development specifications for Composition I, 
II, and III as an overall view of the R&D plan, and conducted development focusing on Composition I,
 which is the core of the whole system. As a result of this research, we were able to provide an 
environment on the Internet in which "the learning objectives of the subject can be structured and 
serialized based on the knowledge of instructional design and drawn electronically as a 'learning 
task analysis chart.

研究分野：教育工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大学をはじめとする教育現場では、生涯学び続け、主体的に考える力を持つ人材の育成を行うための、学習成果
を保証する教育システムの構築が求められている。つまり、学習成果に基づく学習パラダイムへ転換促進するこ
とが急務である。このような教育システムを構築するには、工学的にアプローチして教育の効果・効率を高める
教授システム学の知見に依拠した教育設計、つまり「学習目標と評価が対応した」設計が施される必要がある。
これらのことに対応する施策として本研究で開発した支援システムによって、「教育の質向上（実質化）に寄
与」し、「達成度ベースの学習パラダイムに転換」することに貢献しうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
大学をはじめとする教育現場では，予測困難な現在の社会において充実した人生と社会の持続

的発展を実現するために，生涯学び続け，主体的に考える力を持つ人材の育成を行うための学術
研究と，学習成果を保証する教育システムの構築が求められるようになった（文科省，2012）．
つまりここでは，学習成果に基づく学習パラダイムへ転換促進することが求められているとも
言える．一方，各大学では，学科単位において，三つのポリシー（ディプロマ／カリキュラム／
アドミッション）を策定し，教育質保証の実質化が求められている（文科省，2016）．しかし，
特にこのうち，ディプロマポリシー（以下，DP）とカリキュラムポリシー（以下，CP）の記述と，
実際の各科目での教育内容の整合性を担保するために，カリキュラム編成担当教員と各科目担
当教員間での科目内容の調整作業が必要となるが，ここではインストラクショナルデザイン（ID）
の知見が有効であるにも関わらず，その活用のためには ID に習熟する必要があるなどのハード
ルがある．そこで，このハードルを越えて教育デザインができる支援策を開発することは意義が
あると考え，本研究を計画することとなった． 
 
２． 研究の目的 

本研究の全体計画では，学科単位で教育の質を向上（実質化）すること，つまり，学科におけ

る三つのポリシーの実質化に貢献すること，また，達成度ベースの学習パラダイムに転換するこ

と，の二点に貢献することを目的としている．計画では，「学科レベル適用型学習目標構造化シ

ステム」（構成：Ⅰ．学習課題分析図作成支援機能，Ⅱ．学科の DP との対応チェック支援機能，

Ⅲ．学習者別 DP 充足度表示機能）の構築を目指し，学科レベルで学習目標を構造化するシステ

ムを開発する（運用のイメージを図２に示す）．本助成研究では，研究開発計画の構成Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲについての設計開発仕様書を書き起こし，システムの中核となる教育デザインの改善を支援

する Web ツールを提供することを目的としている． 

 

 
３． 研究の方法 
（1）大学における授業設計に関する調査 

大学における教育の質を保証する取り組みのひとつとして，中嶌ら（2018）は，学科の各科目

の学習成果と DP を紐づけることにより学習成果の可視化を実現する方略を提案している．この

ためには，各科目の学習課題分析図（図 1）を描くことが有効であり，その必須事項として，授

業設計の重要要素のひとつである出口を的確に設定するために，学習目標を明確に記述し，これ

らを正しく構造化・系列化することが必要となる．また，学習目標を達成できたかどうか（＝で

きるようになったかどうか）を計ることが出来る評価方法を設定することも同時に重要となる． 

しかし，この「学習目標と評価方法の対応」は，「学習目標」に対する考え方や理解，「評価方

法」の設定の仕方が，各個人のそれまでの教育経験や授業設計に関する知識に拠るところがある

ため，手順を解説した文献やツールを活用しようとしてもうまく行かない場合がある．そこで，

授業デザイン手法の知見を教員個々が適切に活用できるようになることを企図して，個別の状

況に基づいた無理のない支援提供の方略を検討することは意義があると考えられる．このこと

から，教員支援方略検討のために，まず教員個々の授業設計に関する状況を聴取し，そこで得ら

れた回答を SCAT（Steps for Coding and Theorization）（大谷，2019）の手法を用いて分析し

た．インタビューは半構造化形式にて個別に実施し，「学習目標ならびに評価方法の考え方，設

定方法／学習目標同士の関係性の考え方」などについて聴取したコメントをテクスト化して分

析を行った．  

図 1．学習目標を分析した図 図２．支援システムの運用イメージ 



 

 

（2）学習課題分析図作成における課題分析 

的確な授業のデザインを実現するための手法のひとつとして，学習課題分析図を作成すること

が挙げられる（ガニェら，2007）が，作成方法に習熟すること，作成に先立って様々な授業デザ

イン手法に関する知識・スキルを習得すること，などが必要となるため，これらの準備が十分で

ない場合，作成はハードルの高い作業となる．一方，インストラクショナルデザイナー（IDer）

は，このような課題を解消するために，教員に寄り添い，授業デザインの作業を支援するが，現

状では，IDer 人材は全国の各大学に十分に配置されているとは言えない．このことから，教員

が独力で学習課題分析図を作成できるようになることを実現するために，作成に必要となる事

項を整理した「課題分析図」を提案し，これを用いて，学習課題分析図の作成における最適な教

員支援方略について調査・考察した． 

作成した「課題分析図」の試案をもとに，ID 専門家（専門機関での授業デザイン研究に関する

学位を有し，現職でも授業デザインに関する実践と研究の指導に携わっている A 大学教員 H 氏）

に対して「一般的な大学教員が学習課題分析図を作成する場合，「課題分析図」のどこで躓きそ

うか？」等の質問を半構造化形式でインタビューし，SCAT の手法を用いて「学習課題分析図の

作成に関する語り」の分析を試みた． 

 
（3）学習課題分析図作成支援システムの開発 

授業設計では，学習目標と評価方法が適切に対応されていることが重要であるため，学習目標

を構造化・系列化する学習課題分析図の作成作業を通して，授業設計の見直しと整理を行うこと

が有効である．ただし，課題分析図を作成（描画）する煩雑さが障壁となる場合がある．授業設

計では，学習目標の分類を見定めること，そして，異なる分類の学習目標の到達度を統合的に評

価する場合（Gagne, et al,1990）などでも評価方法がすべての学習目標を網羅するよう厳密に

設計しておく必要がある一方で，学習課題分析図描画のためのコンピュータリテラシーをここ

で教員に求める必要はない．このため，教員が注力すべき授業設計見直し作業に焦点化して，図

描画に係る負荷を回避するためのジョブエイドの整備を行うことは有効である．（中嶌ら，2020） 

他方，コロナ後においてもオンライン授業は，従来の対面授業の置き換えではなく，オンライ

ンでも「学べる」授業とするための授業設計とすることが重要である．また，『学修者本位の観

点から，（中略）時代に応じて柔軟性のある仕組みとするため，最低基準性を担保したうえで，

大学が創意工夫に基づく多様で先導性・先進性のある教育研究活動が行えるよう』（中央教育審

議会，2022）大学設置基準の改正が検討されている．オンライン授業を見込んだ議論が進んでい

ることから，将来の利用拡大が予想される．オンライン授業には，同期型と非同期型があり，ど

のような組み合わせで構成したとしても，レポートの作成・提出や，ドリル式の知識テストでの

学習など，非同期型（オンデマンド）の要素が含まれることが多い．この場合，受講者には高い

自律性が求められるが，授業を実施する教員には，オンデマンド形式であっても，オンライン授

業で受講生が「学べる」ように，「学習目標と評価方法」を見直し，整理することが肝要である． 

オンデマンド型を含むオンライン授業でも受講生が「学べる」授業設計を実現するために，教

員向け Web ツールとして学習課題分析図作成支援システムを開発し，これを活用した授業設計

見直し手順を提案する． 

 
４． 研究成果 
（1）大学における授業設計に関する調査 

SCAT による分析では，インタビューの回答から得られる個別の状況を，コーディングして一旦

脱文脈化したのちにストーリーライン作成において再文脈化する．これをもとに「理論記述」を

行うことにより導き出されるのは，普遍的な原理ではないが，多様性におけるひとつの「理論」

となり，他の教員が参照しうる事例となる．ここで，K 大学で実施したインタビューにもとづく

「理論記述」（抜粋）を挙げる．なお，文中の[ ]付きの文言は，コーディングの過程で「構成

概念」として記述されたものである． 

 教員には，[授業開始前（シラバス作成時）と授業開始後の学習目標への意識の変化]が起こ

る場合がある． 

 学習目標同士の関係性については，[到達目標のイメージから授業内容を決めて各回に配置

する，という授業設計手順]でやってきた場合，学習目標同士の関係性について意識するこ

とが難しい場合がある． 

 シラバス作成の義務化と関わって，[「シラバス作成は形式的なものである」という認識]と

なっている場合がある． 

 [受講生においてもシラバスが形式化しているところがある，という現状]があり，それが

[教員側の授業設計に対する考え方に原因があるかもしれないという推察]もできる． 

 評価方法の設定の仕方については，[評価方法のパターン化]が起きている場合，学習目標と



 

 

評価方法の関係性について意識することができていないことがある． 

 [「学習成果と評価方法の対応」を是とする意識]がある場合， [「総合的な評価」方法の定

着]があったとしても，参加積極性や努力を評価するような[総合的な評価方法への問題意

識]を持つことが出来る． 

IDer が教員を個別に支援する場合，そこで学習目標や評価方法の考え方をすり合わせ，学習課

題分析図の作成まで支援することができるが，中嶌（2018）では，広く学科単位で学習課題分析

に取り組む展開を目指しており，この場合は，個別に支援できる範囲に限界がある．この対策と

して，先述のインタビューから得られた「理論記述」を活用する．つまり，複数のインタビュー

を行い，その分析結果から得られた幾つかの「理論記述」を対比して一般性と個別性の観点で分

類したものを提示資料とすることにより，各教員が自ら「学習目標」と「評価方法」の考え方を

確認する作業の一助となるものと考えられる． 

 

（2）学習課題分析図作成における課題分析 

学習課題分析図作成における「課題分析

図」をもとに，ID 専門家に対して「一般的

な大学教員が学習課題分析図を作成する

場合，「課題分析図」のどこで躓きそう

か？」等の質問を半構造化形式でインタビ

ューし，SCAT の手法を用いて「学習課題分

析図の作成に関する語り」の分析を試みた

結果，①キーになる用語の定義の提示，②

教員のスキルアップを求めないという選

択肢，③「学習目標の分類」の正確さ、④

複数の学習目標を統合した評価方法，⑤出

来栄えの判断，といった構成概念が抽出で

きた．これらのことから，（ア）「学習目標

の分類」の支援に焦点化した手順の提供，

（イ）用語の定義や必要に応じた情報提供のためのジョブエイドの整備，といった方略が有効策

となることが考えられる．なお，このインタビューにおいて，「課題分析図」試案の改善に資す

る示唆があった．これらの点について改修を加えたうえで「課題分析図」を完成版とした（図３）． 

完成版の「課題分析図」を用いて，先述と同様の質問を半構造化形式でインタビューし， SCAT

を用いた分析を試みた．ここでは授業デザインの手法に関する研究が専門でない（ただし，自身

の担当科目で学習課題分析図作成を試みた経験はある）免許取得系学科所属の B 大学教員 O 氏

に伺った．その結果，次のような構成概念が抽出できた．①感覚的な判断による授業デザインの

実施，②適切な評価方法への理解の不足，③第三者の視点による気づき，④教育観，分野・専門

性によるバイアスの存在。これらのことから，（ア）学習目標の上位下位に齟齬がないかチェッ

クを促す手順の提供，（イ）学習目標に対する評価方法の網羅性の厳格なチェックを促す手順の

提供，（ウ）学科レベルでの科目間すり合わせの促し，といった方略をもって，学習課題分析図

の品質担保とすることなどが方略として考えられる．これらのことを下敷きにして，次のステッ

プとして Web 上で支援する仕組みを開発するフェーズに入った． 

 

（3）学習課題分析図作成支援システムの開発 

学習課題分析図作成支援システムは，教員が図を描画する煩雑な作業を省き，科目の学習目標

と評価方法を見直す作業に集中することを促進する Web ツールである． 

「学習課題分析図を作成する」を「課題分析」した結果，次の①～⑦の通りとなったことから（中

嶌，2020），図の描画に関する⑦を除いた「学習目標」群は，対話式に表１の作業を行うようガ

イドすることで到達できるものと考えた．①言語情報と知的技能を区別できる，②学習目標を分

類できる，③学習目標の構造化の手順について説明できる，④学習目標の系列化の手順について

説明できる，⑤自分の科目の学習目標を明確化できる，⑥学習目標に対応した評価方法を設定で

きる，⑦図が描画できる。 

表１．学習課題分析図作成のためのステップ 

1. 学習目標の書き出し 

2. 学習目標の記述チェック 

3. 学習目標の分類チェック 

4. 学習目標の系列性チェック 

5. 評価方法の書き出し 

6. 評価方法と学習目標の対応チェック 

図３．学習課題分析図作成のための「課題分析図」 



 

 

この「対話式の手順」を遂行するワークシートを作成し，教員対象の授業設計見直し講習会で

利用したところ，この手順で学習目標・評価方法を整理し，学習課題分析図を描画する（この時

点では手作業），という作業が無事実行された．手順１から６で得られる情報で学習目標間の構

造・系列を明らかにできることから，これを利用して学習課題分析図を自動描画する Web ツール

が開発された．本ツールを活用すると，学習課題分析図は図４のように描画される． 

次に，「オンデマンド型を含むオンライン授業の設計を行う」を，本ツールを使って「課題分

析」すると，その「学習目標」は，次の通りに整理された．①オンデマンド型授業で実現できる

学習目標を設定できる，②設定した学習目標の分類を明示できる，③設定した学習目標への到達

を適切に計る評価方法を設定できる，④すべての学習目標を網羅できるよう評価方法を設定で

きる，⑤独習で学習目標到達できる教材と課題を LMS に設定できる，⑥タイムリーなフィードバ

ックを返す仕組みを設定できる，⑦システムにインシデントやトラブルが発生した場合の対応

を用意できる。これを踏まえ，支援ツー

ルを使って担当科目の学習課題分析図

を作成するのがよい． 

オンライン授業形式であっても対面

授業と同様に，「学べる」ことが重要で

あることから，学習目標は，オンライン

環境でも到達できるものとする必要が

ある（オンラインで実施できないものが

ある場合は「対面」で実施することを決

断する）．オンデマンド型のオンライン

授業であれば，特に独習で到達できるも

のとなっているかを確認しておく．  

このように，支援ツールを使って，「オ

ンライン授業実施」の課題分析結果を

参照しつつ，自身の科目を課題分析す

ることで，オンラインでも適切に授業設計の見直しと整理ができるようになる．学習目標と評価

方法が定まったら，これに合わせて 15 回を適切にブロック化したうえで，授業計画の立案や学

習環境の整備に進むとよい． 

 

以上のとおり，本ツールを使って授業設計の見直しを促進することを提案した．コロナ禍の影

響を受け，本ツールの活用と授業設計見直し提案の試行はまだ十分な取組みを行えていないた

め，今後引き続き，実際の授業実践の中で検証する取り組みを実施し，その成果は適宜学会等で

公開していく所存である． 
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